
産地生産基盤パワーアップ事業の取組事例（R1年度：計画作成主体：柏崎市地域農業再生協議会） （新潟県）

対象品目 ：枝豆（産地面積32.85㏊）
主な取組主体：柏崎農業協同組合
成果目標 ：契約栽培の10%以上の増加かつ50%

以上
基準（R1年度） 22.5%
目標（R3年度） 73.5%

導入施設等 ：整備事業（枝豆出荷調製施設）

ポイント

取組成果

【事業実施による直接効果】
①共同出荷調製によるコスト節減効果
②出荷物の均質化と品質向上効果

【事業実施による間接効果】
①産地のロット拡大による有利販売
②経営規模の拡大による生産者の収益向上

産地体制

【産地の課題及び取組方向】

管内では、園芸重点品目の一つとして枝豆の生産拡大を図っているが、適期収
穫・出荷には、個人保有の機械能力や労働力で限界がある中で、産地の拡大が課
題となっていた。
このため、枝豆の出荷調整作業の一部を受託していた柏崎農業協同組合におい

て、拠点となる出荷調製施設を整備することで生産者の適期収穫作業を可能とし、
品質や収量向上、量販店への長期出荷を目指す。

地域における独自の取組

・園芸拡大・導入マニュアルの作成
・定期的な栽培指導会等の実施
・県・市事業で収穫機等機械導入を支援

〈主な取組〉

出荷調製施設の整備

・品質の高位平準化
・長期出荷の実現
・有利販売体制の構築・販路開拓

・水稲からの経営転換
・多様な品種構成

・モデル農家の育成
・技術指導
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【産地の体質強化に向けた方策】
出荷調製施設を整備し以下の項目について向上を図る
①生産者の適期収穫作業と品質向上
②生産面積の拡大
③品質安定による有利販売体制の実現や新たな販路開拓

栽培農家

契約栽培の割合70.9%増加
（達成率138.8％）
※ R2年度実績

取組の概要
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選別作業の様子

独自ブランドの早生茶豆
「越後はちこく茶豆」
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